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抄録 

マイクロスコープ、Ni-Ti ファイル、CBCT のいわゆる歯内療法の三種の神器に

加え、超音波チップ、Mineral Trioxide Aggregate は歯内療法にパラダイムシ

フトを起こした。特に Ni-Ti ファイルの発展は目覚しく、現在は第六世代まで

進化している。その中でも、熱処理技術の進歩により、破折抵抗の向上や、相

変体温度の変更による従来の Ni-Ti ファイルよりも形状記憶特性が強い、マル

テンサイト系 Ni-Ti ファイルが登場し、根管形成がより安全に行えるようにな

った。また、Wave One®、 RECIPROC®などの single file、根管形成モーション

の変更など、Ni-Tiファイルは多岐にわたる進歩が続いている。しかし、どんな

Ni-Tiファイルを用いても、根管形成には限界があることが研究からも明らかに

なっている。Ni-Ti ファイルを使った根管形成では処理の難しい、「解剖学的ト

ラップ」はマイクロスコープと超音波チップをはじめとするインスツルメント

によりアプローチしなければならない。 

今回は、Ni-Tiファイルの使用に関連する、マイクロスコープと超音波チップを

使った解剖学的形態を考慮した Pre-enragement、Glide path の意義、Patency 

file の重要性、そして Ni-Ti ファイル使用後の解剖学的トラップの処理方法な

どの、三次元的なアプローチについて動画を交えて解説する。 
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